
ノの親が抱える不安に/~)人、て

地域スオト 4 ツ

新央

今一ツ学科

中道

障がいの

{憂希立野

ど，やっぱりそうなんやゥ

ねjと語っており，雇用率と賃金を含む職場

環境を憂いでいる現状が明らかとなった.

情報については， セ然ですね，知ろうとし

てないのか r).私たちも必死でjと述べており，

非常に乏しい情報量び)q!で不安と向き合う姿

が明らかとなνiこ.これを解決するためには制

度を母親のもとにまで正しく伝える情報伝達

経路を構築したり，専門家が積極的に関与した

りする必要があろう(紫藤ー松!JJ， 2010). 

ヲついて，子どもの自立には経済的岳立

λら助けてもらう

す J 沼カが重要であと3

がいに様々な不'ケ

1.緒言
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る等，親にとっても障がいのある子どもの存

在がノ1:きる慢となり，将来を悲観するだけでな

く子ど弘の成長に希望を持つ姿も確認された.
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